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はじめに

他谷大学では、2011年3月1111に発生した東日本大震災の複

興支援のために2012年度も峨々なllY.りキIlみを笑施しました。

本学では、復興支援活動を大学として総合的に検討する必要

があると判断し、発災前後の2011il:.4) Jに危機対策本部のもと

に「学生ボランテイア等の被災者・被災地支援活動検討プロジェ

クトチームjを設iRし、現;{Eも継続的にプロジェクト会議を実

施しています。

ボランティア.NPO 活動センターでは、通常業務を行いな

がら、プロジ:ク トの事務局として震災復興支援関連卒業の実

施に抗わっています。このJj(では、2012年度にボランティア-

NPO 活動セン ターがかかわった復興支援の取 り組みについて

まとめました。詳しくは、次JJlからの科報告をご一読ください。

名報告の前に、赤松学長が大学ホームページに掲載したメッ

セージをH守系列に紹介します。

〆

東日本大震災被災地におけるボランテ ィア活動に対する支援のお願い

(学生 ・教職員のみなさまへ)

京日本大震災発生以来、削谷大ザ:では、学:~J :. ・ 教職員が様々な~I~で彼什1. fW}llを支援する活動に

取り組んできました。たとえば、本学が窓円となって 5回実施した被災地におけるボランティア活

動には約130人の学生 ・教l隊員が参加 しました。瓦傑の撤去で汗を流したり、地場産業である硯の生

産のお手伝いしたりするとともに、被災された方々からいろいろなお話をうかがうこともできまし

た。参加 した学生はこの経験を辿して大きく成長しました。被災地を見る ・l偲く ・感じることによっ

て、メディアからの情報だけで‘は伝わらないことがたくさんあることを知り、 I~I 分自身の経験を通

して物事を判断することを学びま した。

iWEI・復興の道は長く、 |換しいものになるでしょう。私たちは、被災地が抱える現実から目 をそ

らすことな く 、十1~源的な地点に立ち返っ て、持続可能な社会を~現するために縦続的に努力 してゆ

かなければなりません。 其尖を求め、ょ.'.!:. ~たに生き抜かれた rJl ~~t虫人の川和11は、激励し混迷を深める

この現代において、私たちの生きる指針や拠り19rとなるものと柿.伝しています。

継続的な支援活動として、 2012年度には、京11本大震災復興支援報告会、被災地の人々との交流(予

定)、東H本大震災復興支援フォーラム、東北の物品販売に加え、被災地におけるボランティア活動

を2回計画しています。被災地からの 「防災教育という観点で訪れて欲しい、被災地を見る・ l聴く ・

感じる ことが大切Jというごti:比を受けとめ、 昨年よりもー肘被災地に寄 り添ったボランテイア活

動になるよう準備を進めています。

本学の学生 ・ 教職員による支援出動に対して大学は応分の援助を予t~:化しております。 さらに、

本学:の椛成員である私たち一人ひとりが従災で犠牲になり被告:を受けたすべての方々に思いを馳せ、
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寄り添いながら考え、そして行動することが大切だと思います。被災地でボランテイア活動を行う

学生に敬意を表し、支援することを通して私たちの思いを被災地に届けたいと思います。このよう

な観点から、学生・教職員のみなさまにも被災地でボランテイア活動をする学生を直接的に支援す

る輸に加わって頂くようお願いすることにいたしました。

つきましては、「東日本大震災被災地でボランテイア活動を行う学生に対する支援金」を募集いた

します。どうぞ、みなさまのご理解とご協力を賜りますようお願い申しあげます。

2012 (平成24)年6月

龍谷大学長赤松徹興

支援金は下記のところでお引き受けいたします。みなさまのご協力をお願い申しあげます。

支援金箱設置場所・支援金送付先

【深草]iボランテイア.NPO活動センター(深草)J深草学舎1号館l階

[瀬田]iボランテイア .NPO活動センター(瀬田)J瀬田学舎青志館横

【大宮]i文学部教務課(大宮)J大宮学舎西餐 1階

締切日 2012 (平成24)年7月20日(金)

学長メッセージ ー東日本大震災2年目をむかえて一

東日本大震災の発生から二年が経過しました。その後、お亡くなりになられた方々を合わせますと、

2万人を超える尊い命が奪われるという未曾有の大災害になっております。東日本大震災の二年目

をむかえ、犠牲となられたみなさまに改めて心から哀悼の意を表します。

また、地震と津波の被害、さらには、福島第一原子力発電所事故により避難を余儀なくされ、不

自由で不安な毎日を過ごされている方々は、依然として膨大な規模におよんでいます。大震災の発

生から二年が経過した今も、復興が進んでいるとはまだまだ言える状況ではありません。

龍谷大学の建学の精神は、親驚聖人の教えにもとづく浄土真宗の精神です。私たちは、建学の精

神の具現化として、この二年間、大学としてなし得る活動が何かを模索しながら、復興支援の取り

組みにあたってきました。多くの学生、院生、卒業生、保護者、そして教職員のみなさんが、ボラ

ンテイア精神にもとづき、多彩な活動を展開してきました。大学主催のボランテイアパスも継続し、

今年度は「見て、聞いて、感じて、伝える」をテーマに支援活動をおこなってきました。震災の事

実を風化させることなく、取り組みを継続させることがますます重要になってきています。何よりも、

被災者と被災地の要望をしっかり受けとめ、一層の創意工夫を重ねつつ、復興支援の活動に取り組

む重要性を痛感しています。

龍谷大学は今後とも息の長い復興支援の活動を志してまいりたいと考えています。どうぞ、みな

さまの温かいお心とご協力を賜りますようお願い申しあげます。

2013年3月11日

龍谷大学学長赤松徹興
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企画名 東日本大震災 被災地でボランティア活動を行う学生に対する支援金

尖施 H 2012年6月11LI (月)-7 rJ20円 (金)

場 所 }.:.~:;-ç ・探 1'1r:・瀬川キ ャンパス [窓11 : ボランティア . NPO 活動センター]

実施主体/述営 龍谷大学:/ボ.ランティア ・NPO活動センタ ー

参加人数 教職1-1給与天引き :77?'，、その他窓11での必金、校友会、耕平11会

.経科1・目的

束円本発災直後から、龍谷大ザ:として募金活

動やボランティアパスの巡行など、本佐々な形で

復興支援に取り組んできました。

発災から 2il::目を迎え、被災地への関心の低

下が川題視されていますが、本年:では、センター

に被災地支援についてのIIiJい介わせ等が多数寄

せられるなど、まだまだ関心が日し、と感じてい

ます。

しかし、当然のこと ながら、|則心のある人全

てが直接的に支援活動に|則わることはできませ

ん。そこで、その想いの受けJIIlとして、本学で

は、学生による支援活動に対して大学は応分の

援助を予算化していますが、本学の梢成員であ

る私たち一人ひとりが淀災で犠牲になり被告を

受けたすべての方々に思いを馳せ、持-り添いな

がら考え、行動するために、被災地でγl~' ランティ

ア活動を行う 学生 ・教Jlilt以を支援することを通

して、支援する輪に力"わる機会を作 りたいと考

え、「東日本大震災被災地でボランテイア活動

を行う学生に対する支援金」を募集 しました。

この取組みは、 2012年5川に開催された学長

会・部局長会で、東日本大災災復興文援プロジェ

クト (以下町会議)として、従案 .f承され、

実施すること になりました。

-概要

P]会議では、龍谷大学'-1:，の京LI本大震災復

興支援ボランテイア市出jをサポー トするための

募金を教職員等から非り 、集まった資金を復興

支援のボランティアパス運行や被災地での宿泊

等、本学主催の復興支援ボランティアの|祭に学

生への補助金と して使用するために、「東日本

大災災被災地でボランテイア市助を行う 学生

に対する支援金」への協力を本学:の教職員に呼

びかけました。

協力の方法としては、①j栄1JI-・j都iAIキャンパ

スのセンタ ーと大宮キャンパス文学部教務部の

カウンターに募金箱の設-iu:②対象を本学教職員

(専任教育職員(特任含む)・専任事務職員 ・l偶

託J[i政只)に絞って、2012年12月、 2013:'1:6 ) J、

2013:'ド12)Jの11与引 き落としの 1[1込;l!と協力

のお願い文)1::を円己布し、↑高力を呼びかけました。

1[1 込みは2012:'1':7月20日を締切として、ボラ

ンティア .NPO 活動セン ターで受付 しました。

なお、受付WJI恨を設けてはいますが、 1[1し11'，

があれば、それ以降も|姐H寺受け付けました。

園参加者のJij.紛 られた効果など

①必金利に市せられた支援金

447.6231.1J 

②貸与引き部としでの支援金

3.095.000 l' J 

(内訳) 2012:'1':12月期末手当 ￥1.345.00011.J 

20日年6月期末手当 ￥ 800.000円

20]3:'1:12月期末手当 ￥ 950.000円

③組利会からの支援金

500.0001'J 

④校Ji.会からの支援金

500.000円

総介，¥1・ ￥4.542.623円 (20日年 3)J末現イo

2012年度は、 内￥328.192門を支援金として

使川 し、主主りの￥4.214.431円は次年度以降の

活動支援金として繰越 しました。

.コーデイネー タ一所感

この文援金事業に取り組むことによ って、改

めて、年:I}'Jに潜主的にある 『被災地復興支援の

ための氾!ぃJr復興支援に向ける学生の恕いを

応援したいjという教職員の想いの強さを尖感

しました。

「学生のためになら...Ji自分は行けないけれ

ど、学生がi丹励をするのを側「面的に応援したい」

など、支援金を受け付ける中で、多くのメッセー

ジを教j版以の皆さんから受け取ることが山米ま

した。
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この皆さんから託された恕いを復興文援活動

に参加する学生に伝え、チーム龍大として、復

興支援にかける想いを活動先にMiけることが11'，

米るように、より lt身の濃い、被災地の持さん

に;すり添った活動プログラムを計阿し、尖行し

ていけるように故大限の努力をしたいと考えて

います。

〈報告者 :竹田 純-f

(深草キ ャンパス コーディネーター)> 

東日本大震災 復興支援ボフンァィア活動報告会

企画名 復興支援活動に龍大生はどう関わったのか?

~被災地で活動した先輩から話を聴いてみよう 1-

実施日/場所
深草キャンパス:2012:'1: 6月28日(木)17時30分-19時00分/3サ館101教室

瀬田キャンパス:201211::: 6川29円(金)17時30分-1911寺30分/3サ館107教室

実施主体 龍特大学/ボランティア .NPO活動センター

参加人数 深草キャンパス :約60人、i頼回キャンパス :約60人、合計約120人

.経緋・ I~I 的

発災から HIミが過ぎ、マスコ ミ等では、復興

支援ボランテイアに興味関心が低くなってきて

いると危機感を語る声が聞こえてくる 111、本学

のセンターには f復興支援ボランティアに参加

したいjという学生の来室が多数ありました。

本学には、多様な形で民災復興のためのボラ

ンティアに|剥わった学生が多数花符・していま

す。そこで、 111::年度に被災地で活動した経験の

ある学中が、活動未経験の人にその経験を詰る

機会と、センタ ーのコーデイネーターから f前

副jする卜ーでの注意点~ rセンタ ーに来ているボ

ランテイ 7'li'j'報jrボランテイアパスjについ

ての説明を行う機会を設けることにしました。

.概史:・6JJ 28日 (木)深草キャンパス

発表者 :足立こころさん(大学院経済学研究科)

発災直後から 1年11:]の公疏ネ1:1司法人

セーブ ・ザ ・チルド‘レン・ ジャパンで

活動した経験を話す。

発表者:出橋克太さん(経済学部41!!I'U

大学が実施したボランテ ィアパスで前

動した経験を話す。

司 会 :竹tHコーデイネーター

復興支援ボランテイアに|則する説明・6川29日 (金)瀬田キャンパス

発表者 :h!.立こころ さん(大学院経済学研究科)

28[1と問機のお話

発表者 .臨ヲ|ニ 勤さん(国際文化学古112Ir!I生)

大学が実施したボランティアパスで活

動した経験を話す。

司 会 :東郷コーディネーター

復興支援ボランティアに|刻する説明

※両キャンパス共に参加者からの質疑応答の時

問を設けています。

-参加者の戸 .1ぜられた効民など

参加者のアンケー トには、以下のような声が

ありました。

・テレビなどを迎して被災地の映像や写真を見

たが今回の話を 1:lHいて、よりいっそ う被災地

へ行って自分の回で見て、 JJlLで感じたいと

思った。

-被災地へ行くことだけが復興支援ではないと

言っ てもらえて1J:心 しました。凶I国で{可か自

分に出来る ボランテイアをやってみたいと思

いました。
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.コーディネータ一所感

í~災から l 年縫って、マスコミで語られてい

るように、本学でもボランテイア熱が冷めてく

るのかもしれないと考えていましたが、逆にボ

ランティア希望者が明えてきています。その型11

山として、学生の周辺にボランティア体験者が

i甘えてきた ことによ ってWIJi散を受け、 1'1分も活

動してみたいと考える人が明えてきたからでは

ないかと推測しています。

センタ ーとして、今までにも前動報告会やガ

イダンスなどを実施してきましたが、その参加

者は減少してきています。出動報告会だけでは

学生の興味関心を引かないのだろうか?との危

悦 もありましたが、 i，~-動経験者が 『どの よ うな

体験jをし、f何を想いj、『どんな人に出会っ

たのか?Jなどについて、体験者自らが話す機

会、未経験の'7:/1-=.がi直接訴を聴ける機会、そし

て活動に|出しての注意点などを伝える機会を作

ることは、 m裂であると考え、このような判官・

会を ~iilli しました。

参加者は 2キャンパスで120名と、もう少し

多くの人に参加 して欲しかったと いう氾!いはあ

りますが、本学生以外にも、池1.1:1両IJ学長、‘li向

~ J j. ~，方 }"j 長をはじめとする多数の教職uが参加l

し、質疑応答のH寺1111も多数の質IIIJ-IJ{為-せられる

など、本年:の復興支援に対する|共l心がまだまだ

京えていないことを実感することができました。

〈報十1--(j-:竹111 純子

(i15111キャンパス コーデイネーター))

企画 名 東日本大震災 第 1回 復興支援ボランティア 及び 報告会

ボランテイア :2012年 9月131J(木)-1611(11) 3 ill 4日 宵城県石巻市

実施日/場所 羽i !I -_ 
会 :2012年 9月281::1(金)17時30分-19時00分

" 
ilt17Lキャンパス 21サfliil01教室

実施主体/迎営 龍谷大学/ボランティア ・NPOIiij!fWセンター

参加人数
ボランティア :33名(学生301'，/引等 3r，) 

半H /1-- 会 :約80:'f，'-1 

国経緋 ・目的

2011年 6月から 51旦l、本乍:では、点U本大震

災復興支援ボランティアパスを逆行しました。

今年度に入ってからも学生からの 『被災地で出

動したいjという要望が多く拘-せられ、その氾!

いを応援するために、教j蹴日から300万川を起

える支援金が集まりました。

また、昨年度にご縁があった地域に、まだま

だ抗日出のニーズがあるということもあり 、今年

度も復興支援ボランティアを実施することにな

りました。

発災から 1年を経ているということもあり、

緊急度の高い活動が求められているわけで・はあ

りません。 そこで、参力|ド学~I.:が地元の方と交流

できる機会を意図的に I没け、 れよ る ・ W~( く ・ 感

じるjをテーマに活動プログラムを組み立て、

参加者が自分に何ができるのか?を考え、被災

地に|剖心を持ち続けることできるようなきっか

けづくりを目的としました。

活動場所は、 nt，11:度に活動実組のあるところ

ー←

にすれば、行く人は変わっても経験を柏み iji-:ね

ることができるので、宮城県石巻リiを蚊filiJ也に

決め、後日、松山センタ ー長と石川次長、竹rll

コー デイ ネーターがイイ巻市を訪ねて制幣をわ:

い、実施ということになりました。

.概~

参加者非集にあたっては学生 ・教l蹴1..lに対し

i~~l;( . i'11i 111'大向の全キャンパスでコーディネー
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ターが募集説明会を実施し、活動趣旨・リスク

を十分に理解した上で参加するように呼びかけ

ました。

説明会への参加者は全キャンパスで120名ほ

どありました。個別に応募したいと来室する学

生もいましたが、説明会への参加を応募の必須

条件にしていたので、そういった学生には、次

回への応募を促しました。実際に願書を提出し

たのは46名でした。

宿泊などの関係上、定員を増やすことができ

ないので、応募動機で選考を行いました。参加

確定者に別途説明会を実施しました。説明会で

は、確定しているスケジ、ユールの説明と、質疑

応答、必要書類・参加費の徴収、参加者の自己

紹介を行いました。

※提出物:参加申込書、活動誓約書・保証人

同意書

※参加費:2万円

・活動スケジュールは以下の通り。

1日目は、 8時に深草キャンパス(京都駅集

合は8時15分)を出発し、休憩を挟みながら21

時ごろに宮城県石巻市雄勝に到着。亀山旅館と

長栄館に分かれて宿泊。

※バスの中で仲間作りのために、自己紹介や

f東北を知ろうjクイズなどのレクリエーショ

ンを実施すると共に、活動スケジュールなども

パスの中で案内しました。

2日目は、 9時から石巻市社会福祉協議会を

訪問し、職員の阿部由紀氏より発災当時の話や

現状についての話を聞きました。 11時半から石

巻専修大学の山崎ゼミと合流し、ランチ交流会

を行いました。交流会では、ゼミで千?っている

仮設住宅での活動についてのお話や、地元の学

生の想いについて、話を聞きましたo その後、

雄勝に向かい、その途中で大川小学校に立ち寄

り、偶然出会ったご遺族の方からお話を伺うこ

とができました。雄勝では硯石生産販売組合か

らの依頼で、地場産業の復興支援の一環で、硯

石磨きの作業をお手伝いしました。作業終了後

は宿に戻り、食事と入浴を済ませてから、全員

でふりかえりを行いました。

3日目は、朝から硯石磨きの作業の続きに取

り組みました。途中で、組合の方から旧雄勝町

庁舎の中を案内していただき、発災直後の様子

などについての話をお聞きしました。作業終了

後は、雄勝森林公園内にある仮設住宅に移動し

て、住民の皆さんとバーベキュー交流会を行い

ました。ふりかえりはパスの中で実施し、スー

パ一銭湯で入浴後、京都へ移動。

4日目、 6時に起床し、朝食休憩の後、パス

の中でクールダウンのふりかえりを行いながら

京都に向かう。京都駅と深草キャンパスにて解散。

活動終了後は、後日、学内で活動報告会を実

施しました。活動報告会では、このボランテイ

アパスでの活動の他に、岩手県で活動している

経済学部の伊達ゼミナール、福島県で活動した

スポーツサイエンスコースの松永ゼミナール、

宮城県南三陸町で活動した松島ゼミナールの活

動報告も行いました。

報告会終了後は、参加者のみを集めた茶話会

も実施し、帰京後の心境の変化などについて、

リラックスした雰囲気の中で諮る機会も設けま

した。

.参加者の声・得られた効果など

.参加者アンケートや寄せられた声からの抜粋

・今回このボランティアに参加し、たくさんの

複雑な思いがわいてきました。その中でも大

川小学校では津波の恐ろしさ、命の惨さを感

じました。それと同時に、最後まで先生や、

生徒たちは、必死に生きょうとしたんだろう

なと思って、胸があっくなりました。子ども

たちの夢の跡となった校舎に自分は立って、

これからの人生、必死に生きぬかないと失礼

だなと感じました。

・僕は今回のボランテイアに参加して被災地を

この目で見て今日に至るまでの自分の生活ぶ

りにただただ憤りを覚えました。くだらない

ことにお金を使うし、食事は平気で、残すし、

親しい友人にあいさつ感覚で「死ね」などと

言うし、いわれでも何とも思わないし、世界

中の“どうしても生きていたかった人たち"

一人一人に謝りたい気持ちでいっぱいになり

ました。震災からこれほどの時間が経過して

やっと僕はたったこれだけのことに気づきま

した。ょうやく僕は「ヒトJから「人」にな

ることができました。

・大川小学校では津波の傷が生々しく残ってい

て、幼い命が、思い出が、未来が、一瞬にし

て失われたのだと思うと、無念さとか、悲し

さなどの想いがこみあげてきました。そこで
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出会ったおじさんに 「教自Iliになるなら'1:.1.庄の

命だけは守ってくれ」 と言われ、教fWという

職業の、立任の重さを感じたのと|司|時に、ずっ

と心に情めて守っていこうと決記tしました。

.コーデイネーター所感

今回の復興支援ボランテ ィアでは、昨年度の

ように緊急的な活動が求められなくなっている

ことから、 『学生の学びjにも力点を "，i1r':いた市

助プログラムを計画することにしました。

これは、活動時間が実質 211 という知い II.~:1111 

内で、忘れられないH寺Itllをや111111とJHTし、 IljJH 

の復興へと想いをつなげられる般い|人l作のプロ

グラムを計画するという 1!1t組へのチャ レンジで

した。そのためにしたことは、f地元の多桜な

」之助の人との出会いjをコーデイネートするこ

とでした。被災者でありながら支援有として出

動した人、地元の人間として自助力を枇大|恨に

市川しながらも外部の人1111であるボランテイア

の受け入れ窓口として調控を行っている人、地

元の学生、仮設住宅に居住している様々な年代

の人などと出会えるようにしました。欲必りで

タイトなスケジュールでしたが、参加 した学生

は、短時II¥Jであっても、地冗の持さんとの交流

の中で多くの学びと気づきを待ていました。

活動初11のふりかえりの111では、学生は日々

に「内分たちは.11¥げJだ」 という話をしました。

しかし、ふりかえりや、様々な11"会いを通して、

自分を訂定的にみられるように変化 してきました。

刻々と変化する被災地の状況に、泣く離れた

龍谷大学としてや'Jがで、きるのか?これからはそ

のアレンジがも っと却しくなると思います。少

し前までは、そのj必に学生を辿れていくだけで、

その場所が被志の大きさを伝えてくれました。

しかし今は、 ぇ~たり lìíjのことですが、被災した

場所の多くは撚j血され以災の傷跡;が見えづらく

なっています。そういう状削のrllで、ほぽ初対

面に近い学生をチームとしてまとめ、ボラン

ティアの役itilJをJ}JlW(:してもらい、これからにつ

なげていくためには、これまで以上に大きな

チャレンジが必裂にな ってくると 思いますが、

だからこそ、このプログラムを続けていく必袋

性が明してくるのではないかと考えています。

〈報告者 .竹111 純-(-

(i:京平キャンパス コーデイネーター))

企画名 東 日本大震災第2回 復興支援ボランティア及び報告会

ボランティア:2012~q:ll月 16[1 (金)~11 月 19n () J) 3 ii'1 4 il 

日城県~i巻市
実施1:1/場所

報 1r1 y t 会 田2012年11月26日(月)171時30分-19時00分
揃LLIキャンパス 3号館106教室

x施主体/運営 龍谷大学/ボランテイア ・NPO活動センター

参加人数
ボランテイア:35tl (学LI:.30名/教員 21"1/ l[i故日31ぅ)
報 i仁Iニ1 会 -約70tl

-i主総 .EI的

今年度 2巨IEIの復興支援ボランティアと し

て、官峨Vf~石巻ïlltJii勝 111] での市助を尖施しまし

た。第 1IITIと同じく I見る ・l偲く ・感じるjを

テーマに、現地を訪れ現在の様チや地域のプj々

から直接学ぶことを目的にプログラムを調幣 ・

実施しました。

-概要

[復興支援活動]

今阿は30人のn巨大生と 51"，の教職只が参加l

し、常城県~:Ci巻市制IdJ舟 1 11] で、復興TIJiJ占街 「おが

つ応こ犀街」の LmJ l，r~己念イベントの支援活動

と地助産業である似イl産業:の支援活動をさせて

いただきました。 また、 11=I'{i巻市雄勝総合支所、

旧市立病院、大川小学校跡地の見学や、地域の

方からお話をイ』リわせてmくプログラムも実施し

ました。 4H IIIJという知いJYJ1111ではありました

が、とても充尖した出動となりま した。

さらに、事前 ・4後にはイベントのブース出

展に協賛していただいた企業へ依頼や報告の為

に参加学生が訂jllijしました。

13 



2012年度活動概要第1部

14 

-活動スケジュール

・llJJl6FI(金)

7時 深草キャンパス、 j~(者Ilwnから出発しパ

スで約13時間の移動

20時 途中の道の駅の温泉で入浴後、石巻市

雄勝町の民社ir全JJJy旅館jへ

22時民宿~JJiI~:後、夕食、就寝

.ll月17R (ゴニ)

711寺 復興尚jtE街 fおがつl1!iこ出街jへ。パ

スのIlf窓から-*日本大以災時のi-Iti皮で

被災した雄勝町の様チを見学:

811寺 fおがつ11¥7こ民街Jl)(iJ年記念イベント

の設'常のお手伝い、 il巨大ブースの申告iii

10時 イベント開始、船大のブースでは、京

者[1の名産品販22コーナー、和加い喫茶

コーナ一、匂い袋製作体験コーナー、

お楽 しみ輪投げコーナーの 4つの

コーナーをグループに分かれて迎'討

III時 雄)j~ llIrの地場産業復興支援の一部と し

て 、 1~矛iの i先訂1 ・ 2在四!作業をイベン 卜

班とグループに分かれてのお手伝い

161時 被災したIII{j巻市立病院の見学。その

後、道の駅のihliJ込で・入浴後、民:ri'lで夕

食。

20時石巻市役所の伊雌!A俊さん、雄勝IIIf1Ji

9'lJサポーターの111本主ーさんをゲス ト

に迎え、発災H寺とその後の道のりにつ

いてお訴をやすう

22時本11の振り返り、参加者 l人l人が感

じたことを諮りながらの探り返り

.ll月18日 (円)

2時 昨l挽のゲスト ILi本さんのお誘いで、希

望者.10:r1 がホタテゴ~9iI[の漁業支援の活

動に参加l

81昨 大川小学校跡地を見学

9時 fおがつ!万こ出街jへ。今回のイベン

トの実行委員で、雄HJ$:川{民生産販売協

同組合の21i柿頼雄さんにご案内いただ

き、 1I1，{:j巻市雄勝総合文所I)'.!を比学O

LG災発生H寺のお話や|リJ災に|到するお話

を伺う。

10時 イベント 開始、脱イiの洗浄 ・幣翌日作業

のお手伝いも 1;仙台

15時 2 U 1111のイベント終了、片付

161時 雄勝111]"を出発、道の駅で入浴 ・夕食。

20時 石巻市を出発、帰路パスで約12時間の

移動

・II月19日 (月)

6時35分瀬田キャンパス着、解散

7時30分京都駅着、解散

8時00分 深草キャンパス着、解散

[活動報告会]

活動終了後、 学内に向けた活動報告会を笑施

し、 体験を出来るだけたくさんの人と共有する

機会を設けました。また、報告会終了後、 参加

者のみを集めた交流会も実施し、 参加学生の心

境の変化などについて、 リラックスしたぷ凶気

の中で詰る機会も設けました。

-参加者の戸 ・得られた効果など

・実際に現地に行って、自分の目で見たり、お

話を!偲いたり、いろいろなことを!盛じること

ができたのは、自分にとって京・重な体験だっ

た。まだ、行っていない人は、ぜひ現地に行っ

て体験してほしい。

• 3 i自4日の活動の中で一番印象に残っている

のは、復興祭で「御神輿」に参加させてもらっ

たこと!街の復興の象徴である御利l興を一緒

に担がせていただいたことで、現地の人とつ

ながっているように感じ られて、とても鼎し

かった。

・震災後、たくさんのボランテイアが関わって、

集め、洗浄 ・整理してきた硯石に自分たちも

掠わっているのだと分かった。一人ひとりに

できる ことはとても小さい、けれどできる こ

とはある。そして、つないでいくことが何よ

りも大切だと感じた。

・私たちにできることは、まだまだあるんだと

感じました。これからも 、自分にできること

を探して、行動したいです。
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.コーデイネータ一所感

民災から 1年8ヶ月が経過し、マスコミ等で

話題に上る機会が減少するrl'、多くのう!:flてから

本プログラムへの参加の志願があり(必集説明

会参加者約180名、応募者601'，)、まだまだ別地

への思いがつながっていると いうことを感 じま

した。

参加者にとって、現地所副~ 2 1111¥Jという知い

J~J 111]ではありましたが、f見る! lU~( く ! 感じ

る!jのテーマの通り 、仲間 とともに体験的に

多くを学ぶことができた11・mなlI.illljとなりまし

た。活動後には、自分たちの体験してきたこと

を f伝える こと 1伝え続ける こと !jが、 これ

からの目標だと確認し、活動や!よ{し、を継続して

いこうと いう 戸が聞かれたのが印象的でした。

また、 今回のボランテ ィアu'IifUJで‘は、「京都

らしい1mしを」という現地からの致:訪を受けて、

多くの企業紙にご協賛をいただきました。あり

がとう ございました。

|窃i1合業と 品物 (五十行JilfO

株式会キl ー似~:i.: fI~fillì );(銘 1，~ (ほうじ茶)

株式会ネ| 11・f;1ji1;火山 );(の念珠(腕輪念珠等)

株式会礼 ntij八ツ柿 ;;t必(-(八ツ紙)

今I!Y製菓株式会十l .!;u.ln. (Mi) 

株式会社 くろちく ;;tの 1-.旅物 (有l雑貨等)

株式会ネ| 佐川~'ì;~: J;tの子fり (おf号、匂い袋)

京つけもの 114flJ J;til'1物 (おつけもの)

株式会社 長作川絞).t'i:;.: );tfll紙(.jfr紙)

株式会判 長!l{'I~!1 龍太オリジナル寸・治茶「こI~J 

〈朝i(年 者 京 郷 J)j~ir 

(NijiLUキャンパス コーデイ ネー ター)> 

東 日本大震災 復興支援フォ ーフム

企画名 『震災は他人事 (ひと ごと) じゃない !東北沿岸600キ口の震災報告j

~つながり続けるということ~

実施|士1/場所
ンパス22号'JI1'il01教室2012年12)J 1" (十.) 1 311寺 30分~16 11寺30分泌ï';( キャシ

※写真展 ・12)J 1 LI (十.)10時00分-171E¥;00分 j京市キ ャンパス22号館107教室

~施主体/逝常 龍谷大学/ボランティア .NPO 活動センター

参加人数 フ ォ ー ラム 、 写以JJUUこが~200:Z'，

-続料 ・Ij的

j;!~災から 1 ::1三以上経ち、出災に|見lする報道が

減っていく 中、 被災地の現状が|均出ーからは比え

にくくなってきました。 しかし、*"本大災災

で傑刻な被害を受けた地域の復興は、まだまだ

進んでいません。私達には、その現状に1-1を??

けることになく 、一緒に復興に向けてaよみ杭け

ることが求められています。そのため、被災地

域を幅広く取材 されている写真家の大1!I.j1防夫氏

を前日iliとしてお迎えし、発災直後から現在まで

に取材した被災地の状況をおtiltしていただき 、

被災地に|関心を持ち続けるためのき っかけにす

るために このフォ ーラムを企Illijしました。

-概要

.内容

①大iLg 11弘夫氏のf.ilJiiii

発災直後から現在まで、取材を通 して見て

きた被災地の姿について、1:iJ'!をはせなが

. 

ら、そのHキのエピソー ドを交えながらの識

は'(0

※大山氏の綿花iiとうfソ1'.との質疑応答の 2部

構成

②宮城県イーi巻，Iihjf~JH): の物i!.f.Jl益

③復興支援活動についての展示

④大同'1助犬写点以

15 
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.スケジ、ユール

①開会の挨拶 池田勉副学長より

②学生からの復興支援活動の報告

※司会者(学生2名:深草・瀬田キャンパ

スの学生スタッフ代表)より、今までの

大学としての復興支援の取り組みについ

て説明

③大西暢夫氏からの講演

④『東北沿岸600キロ震災報告j、r3.11の証

言~心に留める東日本大震災』の販売及び、

雄勝物産品販売。

⑤質疑応答

⑥閉会の挨拶

-参加者の声・得られた効果など

アンケートに寄せられた声は以下の通り

・今回の話を聞き、また被災地で見て感じた気

持ちになりました。しばらく時間が経って今

の大学生活にまた戻ってしまっていた自分が

恥ずかしくなりました。この気持ちを忘れず

に人に「伝えること」を中心に自分なりの方

法でしていきたいです。

. I死んだ人を放っておいても生きる人のチカ

ラを大切にする」というお話が、一番衝撃で

した。 3.11発生当時のもどかしいつらい気持

ちを思い出しました。そしてこの気持ちこそ、

忘れてはならない、伝えるべき事柄だと強く

再確認しました。

・震災から 1年半以上が経ち、私の中で震災へ

の思いが少しずつ薄れていっている中で今日

のお話をお開きして決して風化させてはいけ

ないと改めて感じました。私は神戸出身で阪

神・淡路大震災で被災しましたが、幸い私の

周りの被害の状況は少なく私自身の記憶も断

片的にしか残っていません。自分たちの記録

を残してほしいという思いを受け取り、活動

されている大西さんに感銘を受けました。本

日は貴重なお話・ありがとうございました。

.コーデイネーター所感

震災から 1年半が過ぎ、震災に対する思いの

温度差が被災地と関西の問で大きくなってきて

います。一日も早い復興を目指し、被災された

人たちと一緒に歩み続けるためには、これから

も被災地とつながり続けることが不可欠です

が、関心を持ち続けてもらうための働きかけが

非常に難しくなってきています。

今回のフォーラムでは、被災地を丁寧に取材

され続けている大西氏から、被災された皆さん

の生の声を聞かせていただきました。参加され

た皆さんは、時に涙を流しながら、メモを取り

ながら熱心に話・を聴いていました。

大西氏のお話から、見えづらくなってきた被

災地の声に耳を傾け、復興への想いを新たにす

るきっかけになったのではないかと考えていま

す。

これからも発信し続けることが大切な役割だ

と実感しました。

〈報告者:竹田純子

(深草キャンパス コーデイネーター))

企画名
被災地の“今までの復興支援"、“これからの復興支援"について語ろう!

~復興支援ボランティアの最前線にいる人と一緒に!-

実施日 2012年12月14日(金)17時20分.......19時30分

場 所 深草キャンパス22号館107教室

実施主体 ボランテイア・ NPO活動センター

参加人数 30名

-経緯・目的

震災から 1年以上経ち、震災に関する報道が

減っていく中、被災地の現状が関西からは見え

にくくなってきました。「もう、だいぶん復興

したのでは?J I自分たちにできることはもう

ないのでは?Jと考えている学生に、復興支援

ボランティアについての想いを持ち続けてもら

うために何ができるのかを考えていました。

ちょうどそんな時に、本人も被災者でありな

がら、発災直後から最前線で被災者支援のため



に働き続けている石巻市社会制布1:協議会のl肱只

の方が来京されるとの辿絡を受けました。そこ

で、.今までの復興支援"と "こ れからの復興

支援"について考えるワークショップを|刑制;す

ることにしました。

-概要

誹自fIi:石巻rli社会制祉協議会 災害復興対策部

阿部山紀氏

前半は阿部氏か

ら発災直後の様

r、その際、どの

ような判断を迫 ら

れながら行動した

のか、何を大切に

しながら毎日を過

ごしていたかにつ

いて訪っていただ

き、後半は f人をHきになるには?jをテーマ

にグルーフ。で‘話し合いました。その結巣、参加

者からは、 [心を1!f.JくJr部敬するJrlU:J心を持つJ
など、いろいろなキーワードカ'n'，てきま した。

総抗として、人を支援するという ことは、紅i}"J、

『人が好きjであるということが恨i;キにないと

できないことではないかという結論が山たとこ

ろで、終わりとなりました。

.参加者の戸 ・何られた効県ーなど

アンケー トに寄せられたJ17を一部制介

・阿部さんのイメージ、想像力の些かさにとて

も感銘を受けました。i'I分が何かを決断する

ときは、「どっちが良いかJと選択肢の11今l床

のみで、終わってしまうので、なかなか次の選

択肢が見つけられない状態に陥ってしまうの

です(例えば、就職を考えるとき)。そのため、

自分に足りないことは「想像力Jだと、今u

東日本大震災 復興支援活動

気付くこ とが出来ました。L2災復興のヒン ト

にとどまらず、人生のヒントを'7・えて下さり、

ありがとうございました。

・9)-Jに一度お話・をl陪かせていただいて、危機

I3~識の大切 さを知l りました。 今 H のお話では

+111-.の立場ーに立つことの市¥裂性を再認識しま

した。自分の身に寄り添ってくれる人は、好

きです。相手の立場-で考えると、その人のこ

とが少し好きになります。「好き」って原動

)Jだと 思います。

.コーデイネーターj折感

似興支援に関心、のある学生ばかりが参加した

ワークショップだったので、とても密度の濃い

学びと気づきのH-;'iI日]になったように感じていま

す。

また、復興支援だけではなく、広く f対人援

助とは ?J rボランティアとは?Jについて原

l:(から考える良い機会になっていました。

参加学生は、 rJ.厳冬の季節に1i討れている被災

者がよ勢いる'-]:'、ほんのわずか しかない毛布を

配布するH寺に下した背渋の決断Jr食料を分け

介ったH寺の周りのJj_J必jr 内身も被災者であり

なカfら、ボ.ランテイアセンターに石iiCIして働き

続けたことjなど、阿部さんの削る発災当時の

/I~. 々しい状況のお話に大きなf1ij般を受けていま

した。

これらのお話を聴いたり、みんなで話し合っ

た過れで参加者それぞれが、大きな気づきが

あったようでした。これからも、このようなテー

マとじっくり 向き合う H剖!日が作れればと思いま

す。

〈キI{告者 ・竹1:1:1 純子

(深草キャンパス コーデイネーター)) 
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